
令和３年３月

小林市議会定例会提出議案説明書
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提案理由をご説明する前に、去る２月１３

日の深夜に発生しました福島県沖を震源と
しんげん

する最大震度６ 強 を観測した地震により
きょう

被災された方々に対し、心からお見舞いを

申し上げます。

本市におきましても、いつ大規模な自然

災害が発生するか予測できないことから、

引き続き地域防災計画を基本として、新型

コロナウイルス感染症対策にも十分に配慮

しながら、危機管理体制の更なる充実を
さら

図ってまいります。

さて、去る１月２９日の全員協議会でも

ご報告いたしましたとおり、本市職員が

小林市市民体育館の施設使用料及びスポーツ
し み ん

少年団運営費を窃取していたことに伴い、
せっしゅ

当該職員を懲戒免職処分としたことにつき
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ましては、誠に遺憾であり、市議会をはじめ
い か ん

市民各位に対し、この場をお借りして改めて
か く い

深くお詫びを申し上げます。

今回の事案を受け、緊急の部課長連絡会議

を開き、公金及び 準 公金の適正な管理等に
じゅん とう

ついて、チェック機能の強化を含めた対応策

を講じ、二度とこうした不祥事を起こさない

ために全職員が一丸となって取り組んでいく

よう、改めて指示するとともに、現在、

全職員を対象に私自身が訓示を行うコンプラ
く ん じ

イアンス研修を実施するなど、再発防止に

努めているところであります。

なお、市議会をはじめ市民各位に対し、
か く い

市政を預かる私自身及び教育長の管理監督

責任を明らかにするため、本日、給料の減額

を行うための議案をご提案させていただいた
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ところであります。

それでは、現在の市政運営に係る主な取り

組み等について、ご報告をさせていただき
とう

ます。

まず、新型コロナウイルス感染症対策に

ついてであります。

流行の第３波の到来により、本市を含む

県内外で急激に感染が拡大しておりました

新型コロナウイルス感染症につきましては、

去る１月７日に県独自の「緊急事態宣言」が

発令されたことに伴い、１月９日から２月

７日までの間、飲食店等に対する営業時間
とう

短縮要請や不要不急の外出自粛要請が行われ

るとともに、 公 の施設も原則閉鎖となる
おおやけ

など、市民の皆様の生活環境や経済活動に
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深刻な影響を与えたところであります。

このような状況を踏まえ、本市では、営業

時間短縮要請に応じた事業者等に対して、
とう

早急に協力金及び市独自の給付金を支給する

ため、その予算措置について専決処分を行い、

既に事業を執行させていただいているところ

であります。

また、新型コロナウイルス感染症に係る

ワクチンにつきましては、市民の皆様が円滑

に接種を受けることができる体制を構築する

ことを目的として、医療介護連携室内に

小林市新型コロナウイルスワクチン接種

推進室を設置するとともに、システム改修

など直ちに予算措置が必要なものについては
ただ

専決処分を行い、既に事業を執行させて

いただいているところであり、県、西諸医師
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会その他関係機関の協力をいただきながら、

全力を挙げて準備を進めているところであり

ます。

なお、本市におきましては、市民の皆様の

ご協力により、去る１月２１日以降、新たな
あら

感染事例は確認されていないところでござい

ますが、いまだ予断を許さない状況が続いて

いることから、市民の皆様の生命、健康を

守るとともに、生活環境と経済活動に及ぼす
およ

影響を最小限に抑えるため、引き続き最大級

の警戒感をもって新型コロナウイルス感染症

対策に取り組んでまいります。

次に、高病原性鳥インフルエンザ対策に
こう せい

ついてであります。

県 内 外 で 発 生 が 確 認 さ れ て お り ま す
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高病原性鳥インフルエンザにつきましては、
こう せい

去る１２月３０日に、市内の農場において

本市では今期２例目となる疑似患畜が確認
こ ん き ぎ じ かんちく

されたところでありますが、国、県その他

関係機関との連携の下、迅速な防疫措置及び
もと ぼうえき

消毒ポイントにおいて２４時間体制で厳重な

消毒作業を実施し、去る１月２２日には、

本市における高病原性鳥インフルエンザの
こう せい

発生に係る移動制限区域が解除されたところ

であります。

防疫対策にご尽力いただきました、国、県
ぼうえき

その他関係機関の皆様に対し、改めて厚く

御礼を申し上げます。

なお、今後におきましても、厳重な警戒が

必要であると考えることから、市内の養鶏

農家に対し、防疫に万全を期すよう情報提供
ぼうえき き
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及び注意喚起を行いながら、引き続き農場に
か ん き

おける衛生管理の徹底について確認をした

ところであります。

次に、健幸のまちづくりについてでありま
けんこう

す。

本市の最重要施策と位置づけている健幸の
けんこう

まちづくりの一環として、去る１月１３日に

大塚製薬株式会社と、去る２月４日に明治

安田生命保険相互会社と、健康増進に関する
そ う ご

連携協定を締結し、健幸都市の実現に向けて、
けんこう

連携して取り組みを進めていくことといたし

ました。

今後とも、市内の各種団体や企業、学校等
とう

との産学公民連携による健幸のまちづくりを
さんがく けんこう

進めていくとともに、市民の皆様の主体的な
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参画を推進してまいります。
さんかく

次に、教育行政についてであります。

フッ化物洗口につきましては、児童・生徒
せんこう

の健康の維持増進を図る観点から取り組みを

進めており、今年度、西小林地区の小・中

学校３校でモデル事業を実施しているところ

ですが、今後におきましては、学校や保護者

の皆様の理解をいただきながら、この取り

組みを市内の全小・中学校に広げていくこと

としております。

また、小・中学校におけるＩＣＴ教育の
アイシーティー

推進につきましては、今年度、市内の全小・

中学校においてタブレット端末の整備が完了
せ い び

したことから、今後におきましては、ＩＣＴ
アイシーティー

教育に係る研究を進めていくとともに、
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その成果を市内の全小・中学校に広げていく

ことで、ＧＩＧＡスクール構想の実現を
ギ ガ

図ってまいります。

さらに、教職員の働き方改革の推進に

つきましては、今年度、中学校における

部活動の在り方検討会議において、教職員の

負担軽減等について検討を進めているところ
とう

ですが、今後におきましては、中学校に

おける休日の部活動を地域の活動へ段階的に

移行するための具体的な実現方法等について、
とう

実践研究を行うこととしております。

次に、新年度の予算編成についてであり

ます。

歳入面につきましては、合併算定替による
がえ

加算の段階的な 縮 減による普通交付税の
しゅくげん



- 10 -

減少や新型コロナウイルス感染症の影響に

より、大変厳しい状況になると予測される
よ そ く

とともに、歳出面につきましては、新型

コロナウイルス感染症対策、社会保障の

維持・充実、人口減少への対策など、取り

組むべき課題は、依然として山積しておりま
さんせき

す。

これらの状況を踏まえつつ、令和３年度

の予算編成につきましては、真に必要な投資
しん

と財政健全化の両立を図りながら、「第２次

小 林 市 総 合 計 画 」 に 掲 げ る 将 来 都 市 像

「みんなでてなむ笑顔あふれるじょじょん

よかとこ小林市」の実現を目指すことを基調

とし、重点施策として「ウイズコロナ、

ポストコロナへの対応」、「健幸のまちづくり
けんこう

の推進」、「地方創生の推進」の３つを掲げ、

「市民の元気と笑顔 創 出予算」として編成
そうしゅつ
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したところであります。

重点事業としましては、まず、「ウイズ

コロナ、ポストコロナへの対応」に係る事業

としまして、新しい生活様式の下で、市と
もと

協働して特色ある事業を行う市民活動団体等
とう

の取り組みを支援することで、まちのにぎ

わいを取り戻し、市民の皆様の元気と笑顔の

創 出を図る「こばやしの人とまちが輝く！
そうしゅつ

元気と笑顔創出事業」に取り組むとともに、
そうしゅつ

引き続き、小林市「新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策」の考え方に基づき、

各段階に応じた感染症予防、経済等の対策に
とう

係る事業に切れ目なく取り組んでまいります。

次に、「健幸のまちづくりの推進」に係る
けんこう

事業としまして、引き続き「健幸都市推進
けんこう

事業」に取り組むこととし、今年度から実施
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している「こばやし健幸ポイント事業」や
けんこう

「健幸アンバサダー養成講座」に加え、経営
けんこう

的な観点から労働者の健康増進に取り組む

市内の企業を支援する「こばやし健幸づくり
けんこう

推進企業認定制度」を県内の自治体として

初めて開始することとしており、健幸都市の
けんこう

実現に向けて、市民総ぐるみで取り組んで

まいります。

次に、「地方創生の推進」に係る事業と

しましては、地場産品の認知度やブランド 力
りょく

の向上、返礼品の新規開拓等により、寄附金
とう

の増加及び地場産品の流通量の増加等を図る
とう

「ふるさと納税推進事業」を強化すると

ともに、本市からの寄附を受けて、宮崎大学

が災害医療・救急医療等に関する研究を行う
とう

寄附講座を設置し、小林市立病院に常勤医師

１名を派遣することにより、西諸二次医療圏
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の災害拠点病院である小林市立病院の機能

強化等を図る「災害救急医療連携事業」に
とう

取り組んでまいります。

それでは、以下、議案について、ご説明を

申し上げます。

報告第１号から報告第４号まで、以上４件

の専決処分の承認を求めることにつきまして

は、新型コロナウイルス感染症対策に係る

経費について予算措置を直ちに講ずる必要が
ただ

あったため、令和２年度小林市一般会計補正
ほ せ い

予算について、令和３年１月８日付け、１月
づ

１５日付け、１月２２日付け及び２月１２日
づ づ

付けで、それぞれ専決処分いたしましたので、
づ

議会に報告し、その承認を求めるものであり

ます。
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報 告第５号専決処分した事件の報告に

つきましては、小林市消防団第３分団第１０
ぶんだん

部詰所の駐車場において、市有車両が一般
つめしょ し ゆ う

車両に接触した事故に関し、和解の成立及び
せいりつ

損害賠償の額を定めることについて、令和
がく

３年２月１５日付けで専決処分いたしました
づ

ので、議会に報告するものであります。

議案第１号令和２年度小林市一般会計

補正予算第１７号につきましては、歳入歳出

それぞれ１，６９７万６，０００円を増額し、

予算規模は３６４億９，８５１万３，０００

円となります。

まず、歳入につきましては、国庫支出金を

追加計上する一方、地方交付税を減額計上

するものであります。
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次に、歳出につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症に係るワクチンの接種に

要する費用を追加計上する一方、私自身及び

教育長の令和３年３月分の給料を減額計上

するものであります。

なお、新型コロナウイルスワクチン接種

事業費につきましては、やむを得ない事情に

より年度内での完了が見込めませんので、

予算執行の適正化を図るため、繰越明許費
めいきょ

として予算計上するものであります。

議案第２号小林市常勤の特別職の職員の

給与に関する条例の一部改正につきましては、

職員による不祥事に対し管理監督責任を

明らかにするため、私自身及び教育長の

令和３年３月分の給料を、減給１０分の１と

することに伴い、所要の改正を行うもので
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あります。

議案第３号令和２年度小林市一般会計補正

予算第１８号につきましては、決算見込みに

伴う所要額の調整、国県補助事業費の確定に
くにけん

よる補正が主なものでありますが、基金

積立金等の計上により、歳入歳出それぞれ
とう

１，２２４万７,０００円を増額し、予算規模

は３６５億１，０７６万円となります。

まず、歳入につきましては、地方交付税、

繰越金等を追加計上する一方、国庫支出金、
とう

寄附金等を減額計上するものであります。
とう

次に、歳出の主なものをご説明申し上げま

す。

総務費につきましては、勧奨退職等に伴う
かんしょう とう
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退職手当、減債基金等への積立金等を計上
げんさい とう とう

するものであります。

土木費につきましては、市道改良工事に

要する費用等を計上するものであります。
とう

教育費につきましては、野尻学校給食

センターの空調換気設備を整備するための
せ つ び せ い び

費用等を計上するものであります。
とう

なお、人事管理費（臨時）ほか１８事業に

つきましては、やむを得ない事情により

年度内での完了が見込めませんので、予算

執行の適正化を図るため、繰越明許費として
めいきょ

予算計上するものであります。

議案第４号令和２年度小林市国民健康保険

事業特別会計補正予算第６号につきましては、
じぎょう
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医療費の見込み増に伴う療養給付費負担金の

増額等により、歳入歳出それぞれ６，１６５
とう

万１，０００円を増額するものであります。

議案第５号令和２年度小林市物品購入特別

会計補正予算第１号につきましては、決算

見込みに伴う所要額の調整により、歳入歳出

それぞれ１００万円を減額するものでありま

す。

議案第６号令和２年度西諸地域介護認定
にんてい

審査事業特別会計補正予算第１号につきまし
じぎょう

ては、西諸地域介護認定審査会委員報酬の
にんてい

増額により、歳入歳出それぞれ１５０万円を

増額するものであります。

議案第７号令和２年度小林市介護保険事業
じぎょう

特別会計補正予算第４号につきましては、
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地域介護サービス給付費の減額等により、
とう

歳入歳出それぞれ４億１，８３７万７,０００

円を減額するものであります。

議案第８号令和２年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計補正予算第４号につきまし
じぎょう

ては、事業費の見込み減に伴う後期高齢者

医療広域連合納付金の減額により、歳入歳出
こういきれんごう

それぞれ５，６８８万６,０００円を減額する

ものであります。

議案第９号令和２年度小林市病院事業会計
じぎょう

補正予算第４号につきましては、収益的収入

においては、新型コロナウイルス感染症患者

等入院 病 床確保支援事業費補助金等の収入
とう びょうしょう とう

の増加に伴い、医業外収益１億９，０５６万

５，０００円を増額するものであります。
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資本的収入においては、国民健康保険特別
とくべつ

調整交付金等の収入の増加に伴い、他会計
とう た

繰入金等５，０１２万３，０００円を増額
とう

するものであります。

議案第１０号令和３年度小林市一般会計

予算につきましては、歳入歳出それぞれ

２６２億１,０００万円を計上いたしました。

前年度の当初予算と比較いたしますと、

２５億２，０００万円の減額で、率として

８．８パーセントの減となりました。

まず、歳入についてご説明を申し上げます。

自 主 財 源 総 額 ８ ０ 億 ２ ， ９ ４ ２ 万

６，０００円の約５６パーセントを占める

市税につきましては、４５億２，３１２万
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５，０００円を計上し、前年度と比較いたし

ますと３億３，６６９万５,０００円の減額を

見込んでおります。

また、ふるさと納税による寄附金を原資と

する未来まち創生基金につきましては、

ご寄附をいただいた方々の小林市に対する

思いを受け止めまして、将来を担う子ども達
にな

の育成に資する、学校給食費の負担軽減や

医療費の助成等、子育て支援の事業を中心に
とう

活用いたします。

依存財源につきましては、地方交付税、

国県支出金、市債等総額１８１億８，０５７
くにけん とう

万４，０００円を計上いたしました。

普通建設事業費における補助事業費の

減額等に伴い、市債が６億６，５０８万
とう
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１，０００円の減額となっております。

次に、歳出についてご説明を申し上げます。

義務的経費につきましては、定年退職者の

減や扶助費の増額を見込みまして、前年度と

比較いたしますと０．１パーセントの増

となる１３４億７，６４３万８，０００円を

計上いたしました。

また、投資的経費につきましては、１６億

６５万４，０００円を計上いたしました。

前年度と比較いたしますと、３２．３

パーセントの減となっておりますが、これは

し尿処理施設整備事業の完了等によるもので
せ い び とう

ございます。
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次に、歳出の主な事業をご説明申し上げま

す。

総務費につきましては、令和３年度の重点

施策を推進するため、こばやしの人とまちが

輝く！元気と笑顔創出事業費、健幸都市推進
そうしゅつ けんこう

事業費、ふるさと納税推進事業費等を計上
とう

するものであります。

民生費につきましては、子ども家庭総合

支援拠点事業費、子ども医療費助成事業費等
とう

を計上するものであります。

子ども家庭総合支援拠点を設置・運営する

とともに、未就学児や小・中学生の医療費
み し ゅ う が く じ

助成を継続することなどにより、子育て環境

の充実を図ってまいります。
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衛生費につきましては、令和３年度の重点

施策を推進するため、災害救急医療連携事業

費等を計上するものであります。
とう

農林水産業費につきましては、農業経営の

世代交代対策事業費、畜産担い手育成・ＰＲ
こうたい

事業費等を計上するものであります。
とう

次世代の農業の担い手確保と農業後継者や

新規就農者の早期経営安定を図るとともに、

全国和牛ハイスクールサミットを開催する

など、令和４年度に鹿児島県で開催される

第 12 回全国和牛能力共進会を見据えた取り

組みを行ってまいります。

商工費につきましては、企業立地促進

事業費、観光ＤＭＯ推進事業費等を計上する
とう

ものであります。
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観光客誘致による経済効果及びそれに伴う

雇用の増加並びに交流人口の増加を目的

とした観光ＤＭＯが中心となって取り組む

観 光 地 域 づ く り を 支 援 す る と と も に 、

サテライトオフィス等の整備に要する費用を
とう せ い び

補助するなど、事業者の多様な働き方を推進

する取り組みを支援いたします。

土木費につきましては、社会資本整備総合
せ い び

交付金事業費、都市計画道路整備事業費等を
せ い び とう

計上するものであります。

計画的に市道改良等を行い、道路交通の
とう

円滑化、交通事故の防止、災害等に備えた
とう

機能強化を図ってまいります。

消防費につきましては、消防施設整備
せ い び
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事業費等を計上するものであります。
とう

老朽化した消防団詰所を更新するとともに、
つめしょ

消火栓を適切に設置することにより、火災等
せん とう

の非常時における消防力を維持し、市民の

生命・財産の保護を図ってまいります。

教育費につきましては、小学校施設維持

補修事業費（臨時）、てなんど小林学校給食

応援事業費等を計上するものであります。
とう

老朽化により危険箇所や不具合が生じて

いる小・中学校施設については、年次的に

学校環境の整備を図ってまいります。
せ い び

また、学校給食費の半額補助を継続し、

子育て世代の負担軽減に努めてまいります。
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災害復旧費につきましては、災害発生時に

緊急対応するための測量設計委託料や工事

請負費等を、公債費につきましては、長期借入
とう かりいれ

金元利償還金等を、諸支出金につきましては、
が ん り とう

土地購入費を計上するものであります。

議案第１１号令和３年度小林市国民健康

保険事業特別会計予算につきましては、歳入
じぎょう

歳出それぞれ６２億３，０１２万４,０００円

を計上するものであります。

特定健康診査につきましては、受診率の

向上を目指し、未受診者への受診勧奨を引き
み かんしょう

続き実施いたします。

また、国民健康保険税の収納率の向上に

向けた取り組みを強化し、国民健康保険事業

の円滑な運営に努めてまいります。
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なお、国民健康保険税の税率等につきま
とう

しては、例年どおり６月議会定例会において

ご審議いただく予定としております。

議案第１２号令和３年度小林市物品購入

特別会計予算につきましては、物品の効率的

な購入と集中管理を図るための経費として、

歳入歳出それぞれ１７０万円を計上するもの

であります。

議案第１３号令和３年度小林市農業集落

排水事業特別会計予算につきましては、一般
じぎょう

管理費、長期借入金元利償還金等、歳入歳出
かりいれ が ん り とう

それぞれ２億１，１１８万１,０００円を計上

するものであります。

議案第１４号令和３年度西諸地域介護認定
にんてい
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審査事業特別会計予算につきましては、西諸
じぎょう

地域で共同して介護認定審査業務を行うため
にんてい ぎょうむ

の 経 費 と し て 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

４，１５２万３,０００円を計上するものであ

ります。

議案第１５号令和３年度小林市介護保険

事業特別会計予算につきましては、保険給付
じぎょう

費のほか、介護予防・生活支援サービス事業

費、包括的支援事業・任意事業費等、歳入
ほうかつてき とう

歳出それぞれ６０億５，０１０万９，０００

円を計上するものであります。

議案第１６号令和３年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計予算につきましては、後期
じぎょう

高齢者医療広域連合納付金等、歳入歳出それ
こういきれんごう とう

ぞれ１３億３，１５８万２,０００円を計上す

るものであります。
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議案第１７号令和３年度西諸地区いじめ

問題対策専門家委員会特別会計予算につきま
たいさく

しては、委員会の開催に必要な経費として、

歳入歳出それぞれ１３万４,０００円を計上

するものであります。

議案第１８号令和３年度小林市水道事業
じぎょう

会計予算につきましては、収益的収入に

おいては、料金収入等８億９，１２９万
とう

６，０００円を、収益的支出においては、

水道施設修繕費等９億３，４７４万円を計上
とう

するものであります。

資本的収入においては、企業債、消火栓
せん

設置負担金等４億２，１９８万９，０００円
とう

を、資本的支出においては、老朽管布設替え
ふ せ つ が

の 工 事 請 負 費 、 企 業 債 償 還 金 等 ７ 億
と う
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４，２３６万７，０００円を計上するもので

あります。

議案第１９号令和３年度小林市下水道事業
じぎょう

会計予算につきましては、収益的収入におい

て は 、 料 金 収 入 等 ６ 億 ２ ， ０ ３ １ 万
と う

１，０００円を、収益的支出においては、

下 水 道 施 設 維 持 管 理 費 、 修 繕 費 等 ５ 億
と う

８，３２４万２，０００円を計上するもので

あります。

資本的収入においては、企業債、国庫補助

金、受益者負担金等２億７，６９３万円を、
とう

資本的支出においては、管路建設の工事請負
か ん ろ

費 、 企 業 債 償 還 金 等 ４ 億 ４ ， ８ ４ ０ 万
と う

２，０００円を計上するものであります。

議案第２０号令和３年度小林市病院事業
じぎょう
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会 計予算につきましては、収益的収入に

おいては、入院収益等２９億１，６９４万
とう

９，０００円を、収益的支出においては、

給与費等２９億５，８４２万４，０００円を
とう

計上するものであります。

資本的収入においては、医療機械器具購入

に伴う企業債等９，４２３万円を、資本的
とう

支出においては、企業債償還金、固定資産

購入費等２億４，４０９万１，０００円を
とう

計上するものであります。

議案第２１号小林市新型コロナウイルス

感染症対策基金条例の制定につきましては、
き き ん

国の交付金等を財源とした基金を設置する
とう き き ん

ため、条例を制定するものであります。

議案第２２号小林市病院事業専攻医研修
せんこう い
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資金貸与条例の制定につきましては、宮崎
た い よ

大学医学部附属病院の専門研修を受ける医師
ふ ぞ く

に対し、専攻医研修資金を貸与するため、
せんこう い た い よ

条例を制定するものであります。

議案第２３号小林市非常勤特別職の職員の

報酬及び費用弁償条例の一部改正につきまし

ては、介護保険訪問調査員について非常勤

特別職の職員から会計年度任用職員に移行

するため、生活保護法による精神科嘱託医に

ついて報酬の額を定めるため、及び学校
がく

薬剤師について報酬の額を改定するため、
がく かいてい

所要の改正を行うものであります。

議案第２４号一般職の職員の給与に関する

条例の一部改正につきましては、人事評価の

結果を一般職の職員に支給する勤勉手当に

反映させることに伴い、所要の改正を行う
はんえい
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ものであります。

議案第２５号小林市国民健康保険税条例
ぜい

及び小林市国民健康保険条例の一部改正に

つきましては、新型インフルエンザ等対策
とう

特別措置法の一部が改正されたことに伴い、

所要の改正を行うものであります。

議案第２６号小林市使用料の徴収に関する

条例の一部改正につきましては、小林総合

運動公園陸上競技場に設置する写真判定装置

一式の利用について、使用料を徴収するため、

所要の改正を行うものであります。

議案第２７号小林市手数料条例の一部改正

につきましては、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する
とう

法律の一部が改正されたことに伴い、所要の
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改正を行うものであります。

議案第２８号小林市放課後児童健全育成

事業保護者負担金徴収条例の一部改正に

つきましては、須木地区放課後児童クラブを

廃止し、小林市立須木中央保育園において

小規模な放課後児童の預かり事業を実施する

ことに伴い、当該事業の利用に係る保護者

負担金を徴収するため、所要の改正を行うも

のであります。

議案第２９号小林市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部改正につきましては、

子ども・子育て支援法の一部が改正された

ことに伴い、所要の改正を行うものでありま

す。
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議案第３０号小林市介護保険条例の一部

改正につきましては、介護保険法施行令の
れい

一部が改正されたことに伴い、介護保険料率
りつ

の算定に関する基準について特例等を設ける
とう

とともに、第８期介護保険事業計画期間に

おける介護保険料率を定めるため、所要の
りつ

改正を行うものであります。

議 案 第 ３ １ 号 小 林 市 指 定 地 域 密 着 型

サービスの事業の人員、設備及び運営に
せ つ び

関する基準を定める条例等の一部改正につき
とう

ましては、指定居宅サービス等の事業の人員、
とう

設備及び運営に関する基準等の一部を改正
せ つ び とう

する省令の施行に伴い、所要の改正を行う

ものであります。

議案第３２号から議案第３４号までの固定

資産評価審査委員会の委員の選任につきまし
せんにん
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ては、塚田 徳義氏、瀨戸山 雅光氏及び
つ か だ のりよし せ と や ま まさみつ

椎屋 三八子氏を固定資産評価審査委員会の
し い や み や こ

委員に選任することについて、議会の同意を
せんにん

求めるものであります。

議案第３５号公平委員会の委員の選任に
せんにん

つきましては、宗像 理惠子氏を公平委員会
むなかた り え こ

の委員に選任することについて、議会の同意
せんにん

を求めるものであります。

議案第３６号教育委員会の教育長の任命に
にんめい

つきましては、中屋敷 史生氏を教育委員会
な か や し き ふ み お

の教育長に任命することについて、議会の
にんめい

同意を求めるものであります。

議案第３７号教育委員会の委員の任命に
にんめい

つきましては、廣崎 真美氏を教育委員会の
ひろさき ま み

委員に任命することについて、議会の同意を
にんめい
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求めるものであります。

諮問第１号及び諮問第２号の人権擁護委員

の 候 補 者 の 推 薦 に つ き ま し て は 、
す い せ ん

井野 真由美氏及び馬氷 裕子氏を人権擁護
い の ま ゆ み まごおり ゆ う こ

委員の候補者として法務大臣に推薦すること
すいせん

について、議会の意見を求めるものであり

ます。

なお、議案第１号及び議案第２号につきま

しては、新型コロナウイルス感染症に係る

ワクチンの接種に向けて早急に体制を整備
せ い び

する必要があること、並びに令和３年３月分

の給料の基準日であります３月１日までに

予算の減額及び条例の改正を行う必要がある

ことから、それぞれ本日一審議での議決に
いっ し ん ぎ

つきましてお願いを申し上げます。
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また、今後、新型コロナウイルス感染症

対策に係る予算措置等が必要となった場合に
とう

は、速やかに関係議案を提案させていただく

こととしております。

以上、よろしくご審議のほどお願いをいた

します。


